
統計から見える中国銅需要の概要

中国は資源大国であると同時に資源消費大国でもあり、中国の銅需
要・消費動向が全世界の市場に大きな影響を与えるようになってきて
いる。

中国は、2008年の北京オリンピック、2010年の上海万国博覧会の開
催などを通じ、国内のインフラ投資や工業生産の急拡大により銅素材
の需要が増え続けている。 銅の需要分野は概ね建築・建設、電子・
電気、通信、電力、空調、自動車・船舶などの応用分野に渡っている。

2000年に入ると、中国の銅加工材生産量は、年平均20.6％のスピー
ドで成長していたことが明らかにされた。2003年の生産量は319.6万ト
ン、2004年にはさらに増えて416.5万トンとなり、2011年時点では、中国
国内における銅加工材の生産量と消費量はそれぞれ1,028.1万トンと
1,056.3万トンであった。そして、今年10月には、中国において精錬銅
の生産量は637,958トンに達し、2ヵ月連続で過去最高を記録した。

今後の予測に関して国際銅研究会（ICSG）は、2014年に全世界の銅
需要の成長率は4.5％を見込むという見方をだした。こう予測された最
大の要因は、中国国内の精錬銅の需要が増加し、消費量は6％の成
長を続けていくことに基づいている。

中国国家統計局の統計資料によると、今年10月の中国サービス業
購買担当者指数（PMI）☆は52.6に達し、9月より0.2ポイント上昇し、7カ
月ぶりの高水準となったと発表した。同時に、中国（上海）自由貿易試
験区の設立、中国共産党第18期中央委員会第3回全体会議（三中全
会）での「資源配置における決定的作用を市場に果たさせる」との動き
もあり、中国経済の成長に合せるように銅の需要も伸びを示している。
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景気の先行きを示す指標のひとつであり、製造業の購買担当者に
生産意欲などをアンケートして指数化したもの。製造業の工場が、どの
ような生産計画を立て、どのくらいの資材を必要としているかにもとづい
た指数となる。PMIが50を超えると景気拡大を示し、50未満だと景気後
退を示す。PMIは購買担当者だけでなく、原材料メーカーや金融機関
そして投資家にとっても、景気動向を見極める上で重要な指標となっ
ている。（マネー辞典 m-wordsより）

鉄スクラップ 考察） 11月は、東京製鉄宇都宮工場の特級価格が20,000円／トン上がり最終的には39,000円／トン。

12月ですが、輸出価格が2か月ぶりに下がったため、通常ですと国内の電炉メーカーは下がるのですが、

品不足である為、横ばいでしょう。

銅 考察） 11月はLME7,240ドル台、国内銅建値750,000円／トンでスタート。円安のため、LMEが下がっても大きな動

きは無く最終的には740,000円／トン。

12月に関しては、円安・良好な米経済指標を背景にLMEも上昇すると思われるため上がると思われます。

アルミ 考察） 11月は大きな動きがなく、上物が終盤多少上がりました。

来年の消費税の増税に向け建築が伸びているため、多少は上がると思われます。

プラスチック 考察） 原油高・円安で一部の品目は上がっているものの特に大きな動きがなく。12月も横ばいでしょう。

早くも12月、師走です。この12月と師走では言葉の響きから受ける印象が何故か異なるように思えます。12月はクリ
スマスツリーやサンタが街に溢れた楽しい雰囲気の印象ですが、師走と聞くと、なぜか心せわしく落ち着きません。

今年の12月初旬から日本列島には寒気が入り、昼も空気は冷たいでしょうとの天気予報です。猛暑に悩まされたの
はついこの間だったのに、日本は四季の国と謳っていたのが、夏の次は直ぐに冬なのかと驚かされます。原因はやは
り地球温暖化で何かが起きているように思わざるを得ません。

また、寒さと共に関東地方には感染性胃腸炎（ノロウィルス）が流行し始めているようです。

感染が拡大傾向にある自治体では、予防策の徹底を呼び掛けるなどの、警戒を強めているとの情

報です。学校など集団生活の場では、ヒトからヒトに感染し、大流行となることもありますので、注意

が必要です。 最良の予防方法は手洗いとのこと。帰宅時や食事前には、手洗いを励行しましょう。
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11月予測の自己評価

私の野球人生
(第７回)

今回は、中学生最後の３年生時代の野球生活をお話いたします。

前年、先輩達と全国大会で日本一を勝ち取り、自分たちの代でも優勝し
ようと連覇を誓って臨んだ最後の夏の大会でした。この時代、夏の全国
大会は関東からは６チームが出場でき、その年は大阪の万博球場で行
われることが決まっていました。

この年は強いチームが多く、関東で勝つのもなかなか難しい年でした。
そして、昨年日本一となった我がチームですが、昨年のレギュラーは皆
な３年生で全員卒業していたため、スター選手はいませんでした。

我が調布シニアは、順当に勝ち進み、準決勝で杉並シニアと対戦しまし
た。当時の杉並シニアはとても強く、自分達は春の大会でも負けていま
した。 夏の大会こそと意気込んで臨んだ試合でしたが、残念ながらまた
敗者となりました。何対何であったか思い出せません。それでも関東三
位で全国大会に出場することができました。

しかし、昨年日本一になり、常に日本一を目指していた我がチームは、
負けると地獄のような練習が待っております。監督もすごく厳しく、昔は
殴られることは当たり前の時代、みんなビシビシ殴られていましたが、殴
られることよりも、練習を休んだり、遅れて行ってレギュラーを取られること
のほうが怖く、自分も学校が終わると自転車で急いで多摩川の河川敷ま
で通っていました。

強いチームであった為、レギュラーと補欠でも力の差はあまりなく、休
んだり、エラーやミスをしたらすぐ交代という、凄まじい競争なのです。

ですから、親も自分の子供にレギュラーを取らせたいため、休ませること
など頭にはなく、もちろん、エラーやミスをするとグランドで監督から怒ら
れ、家に帰って親からも怒られるという、今ではとても信じられない時代
でした。厳しい家ですと、監督にも、親にも殴られていました。

毎日１６：００から２０：００頃まで猛練習を行っており、ボールが見えなく
なると、筋力トレーニングや、今ではあり得ないうさぎ跳びや、縄跳び、ラ
ンニングまで、かなりハードな練習をこなしていました。

練習でもエラーすると呼ばれて殴られ、言われたことができないとまた殴
られる毎日が続くのです。

家に帰る時間も夜の２２時～２３時頃になり、休みもなく、地獄のような毎
日でした。今考えると良くあんなことに耐えられていたかと、自分でも感
心しています。

そんなつらい練習を毎日送りながら、中学野球最後の全国大会、

日本一を目指して大阪万博球場へ、いざ出発！

溝口 仁 (営業部主任）
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